
1　基本方針

　近年、少子・高齢化が急速に進み、市民の価値観は

多様化しライフスタイルも大きく変容してきた。変化

の激しい社会においては、伝統文化や各種文化財、歴

史遺産、芸術作品が急速に失われていく恐れがある。

これらを埋没させることなく未来に引継ぎ、発展させ

ていくことは喫緊の課題といってよい。

　課題の解決に向けては、単に先人の遺してくれた伝

統文化や文化財、芸術の確実な保存を図るだけではな

く、市民にこれらの価値を再認識してもらうことが重

要であり、このための仕組みづくりが急がれる。

新発田城

　本市はまちづくりの視点の一つに「教育の充実」を掲げている。歴史遺産や文化財の保存と活

用により、郷土の歴史や伝統文化に対する子どもたちの理解を深めてもらうとともに、市所有の

美術品の展示などを通して、幅広い市民層に郷土の魅力ある文化を再認識してもらう事業を展開

する。加えて、市民の主体的な郷土文化の保存と振興の活動を支援する。

2　文化行政

　文化財の維持管理を計画的に行い、その保全と活用に努め、地域に根付く文化を市民に再認識

してもらうとともに、伝統文化が継承され、発展するよう、郷土に興味や関心が持てる施策を展

開する。

　●　地域の文化財の適正な保存と活用を推進し、市民の歴史に対する理解や関心を深めてもら

　　うとともに、市内外に新発田の歴史文化を発信する。

　●　市民が芸術文化に親しむ機会を設けることで、市の芸術文化の継承と振興を図る。

　（1）美術品の展示、活用

　　　市民からの寄贈などによって市が所蔵している美術品を公開し、広く鑑賞の機会を提供す

　　ることにより、芸術文化の振興を図る。

　　　今年度は、新潟県で開催される国民文化祭を記念して県内の収集者から絵画等を借用し、

　　当市ゆかりの美術作家の作品を紹介する市所蔵美術作品展を企画し開催する。

　（2）民俗芸能保存のための支援

　　　昭和20年以前から伝承されている獅子舞、盆踊りなどの民俗芸能保存団体が行う道具の

　　購入・修繕や民俗芸能の公開、後継者育成に係る経費に対し補助を行う。

　（3）新発田城の公開

　　　国指定重要文化財である新発田城表門・旧二の丸隅櫓及び復元した辰巳櫓を公開（4月～

　　11月）するとともに、櫓および城内の適正な維持管理を行う。

　（4）五十公野御茶屋の公開

　　　新発田藩主の別邸で、国指定名勝に指定されている五十公野御茶屋庭園の建物を公開（4

　　月～11月）するとともに、建物の燥蒸と庭木の勇定などの維持管理を計画的に実施する。

　（5）文化財の調査／文化財調査審議会の開催

　　　市内に潜在する文化財の調査を進め、新たに市が指定すべき文化財については、文化財調

　　査審議会へ諮問する。
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⑥　指定文化財の保存修理支援

　　指定文化財を適正に保存・活用し、文化財を後世に伝えるため、所有者の行う修繕にかか

　る経費に対し、補助を行う。

（7｝新発田城の石垣調査

　　災害などで万が一石垣が崩れた場合に、元の状態に積み直せるよう、石垣全体の詳細なデ

　ジタル写真データと、石垣の動きを把握するための「定点観測」用の断面図を作成する。

　　今年度も引き続き、石垣の動きを把握するための測量観測（定点観測）を行いながら、石

　垣の状態と変化を正確に記録する「石垣カルテ」を作成する。

3　埋蔵文化財

　遺跡の存在・状態を適切に把握し、開発によって破壊される遺跡は発掘調査によって記録し、

情報として保存する。調査の結果は報告書にまとめて公開し、遺跡情報・出土品の保存と活用を

図る。また、これらの埋蔵文化財を適切に保存・活用し、広く公開して市民の郷土理解を深める

ための機会を提供する。

（1）埋蔵文化財の発掘調査

　・埋蔵文化財包蔵地を把握・周知するための分布調査

　　県営ほ場整備事業予定地区内などを踏査する。

　・遺跡の保護を目的とする、開発調整のための試掘・確認調査

　　県営ほ場整備事業（虎丸地区ほか）などで実施する。

　・開発に伴う本発掘調査、整理報告書作成作業

　遺跡情報の記録保存のため、県営ほ場整備事業地内のうち松浦地区助橋下遺跡・姫田川右岸

　地区五斗遺跡・菅田遺跡の本発掘調査、中曽根地区菖蒲沼遺跡・念仏塚東遺跡・中坪遺跡の

　本格整理・報告書作成を実施する。

　・小規模開発に伴う工事立会い調査

　　上下水道工事、県営ほ場整備暗渠工事ほかで実施する。

（2）埋蔵文化財の普及・活用

　　市内小学校6年生への社会科出張授業、各種博物館への資料貸し出しなどを実施する。ま

　た、加治川展示室などで市が所蔵する出土品などを展示・公開する。

小学校出張授業（縄文時代のくらし）
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1　新発田市立図書館基本方針にっいて

（1）基本理念

　　新発田市立図書館の基本理念を次のとおり定めます。

すべての人たちの学びを支え培う、知と情報の拠点

　一ひと、まち、活動をつなぎ、歴史をっむぐ

（2）図書館基本方針

　　基本理念に基づき、次の4つの基本方針を柱として、今後の図書館運営を進めていきま

す。

①暮らしに役立ち利用しやすい図書館

　ア　生涯学習や課題解決を支援する資料、情報の整備と提供

　イ　地域の特性に応じた分館の充実

　ウ　高齢者、障がい者、乳幼児などにやさしい環境とサービスの充実

　工　誰でも居心地が良いと感じる空間の提供

②子どもの心を豊かに育む図書館

　ア　幼い時期から本に親しむ機会の提供と環境の整備

　イ　読書習慣の形成に向けた支援

　ウ　読書活動を支えるボランティアの養成と支援

　工　学校図書館との連携と支援

③郷土の歴史や文化を大切にする図書館

　ア　未来へ向けた新発田市の歴史の継承

　イ　新発田市の歴史や郷土についての学びと発表の場の整備

　ウ　歴史で繋がるコミュニティと賑わいの創出

④市民とともに創る開かれた図書館

　ア　市民と協働する運営体制の構築

　イ　図書館利用の普及とPR及び情報発信の強化

　ウ　ボランティアの養成と協働
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2　中央図書館

　運営方針

　　図書館の4つの基本方針に基づき、中央図書館の運営を進めていきます。

○　イクネスしばたの核として、こどもセンターやキッチンスタジオ等それぞれの施設

　　の活動を繋ぐ役割を担い、複合施設としての機能を十分に生かせる事業を実施する。

○　生涯学習支援のため、乳幼児から高齢者まで幅広い利用者のニーズに応えられる資料

　　や情報の収集と提供など読書環境の整備に努める。

○　子どもの読書対策、特に中高生の利用拡大と学校図書館の支援充実を図る。

○　市民団体であるイクネスサポータークラブと協働で事業を進め、開かれた図書館を目

　　指す。

○　分館・分室については、地域の実情に応じた読書環境を整備し、サービスの向上に努

　　める。

100万人記念事業

慈

製本・修理講座

（1）分館・分室

分館・分室　　　　　　　　　場　　所　　　　　　　　　開設日・時間　　　　貸　出

豊浦分館
豊浦地区公民館内

新発田市乙次26－2電話22－2081

　毎日
9：00－21：20

紫雲寺分館
紫雲寺地区公民館内

新発田市稲荷岡2371電話41－2291

　毎日
9：00－21：00

中央館、歴史図書館

を含む5館合計で
6冊まで。

期限は2週間。

※貸出の場合は、

　【利用者カード】

をご用意ください。
加治川分館

加治川地区公民館内

新発田市住田547－1電話33－2433

　毎日
9：00－21：20

五十公野分室

五十公野コミュニティセンター内
　（旧ふるさと会館）

新発田市五十公野4930－1

　日曜日
第2．4土曜日

9：30－11：30

松浦分室
松浦農村環境改善センター内

新発田市法正橋676

　祝日を除く

月曜日～金曜日

8：30－17：00

川東分室
川東コミュニティセンター内

新発田市下羽津1908

毎週日曜日
10：00－12：00

各分室4冊まで。

期限は2週間。

※貸出の場合は、各

分室の手続きに従
ってください。

佐々木分室
佐々木コミュニティセンター内

新発田市則清956－1

火曜～金曜日・
日曜日

　13：00－16：30

土曜日

9：30～16：30

●　その他に配本所が、住吉、赤谷、菅谷、七葉にあります。
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②　令和元年度　中央図書館事業計画（予定）

行事名 開催月日・会場 内容

こどもの読書週間2019行事「えほんクイズ」
4／20（土）～5／12（日）

会場：2階児童図書フロア（こどもの読
書週間は4／23～5／12）

絵本の内容や登場人物等に関するクイズを出題し、絵本を読
んでクイズを解くもの。問題は1～5の難易度別

雑誌リサイクルフェア 5／19（日）　会場：1階多目的室1 希望者に保存期限切れの雑誌を無債で譲渡するもの

こども映写会（高学年向け）
6月9日（日）

会場：2階多目的室4、5
中央図書館所蔵のDVD資料を使った小学校高学年向けの上映会

パッケージクラフト教室
8月2日（金）

会場：1階多目的室1
お菓子の空き箱を使った工作　小学生対象　駅前複合施設と
共催

夏休みこども図書館員
8月6日（火）

会場：中央図書館各階
小学校高学年を対象に図書館業務を体験してもらう

「水」から世界をみてみよう
8，月7日　　（7k）　、　9日　　（金）

会場：イクネス全館、敬和学園大学
施設見学、図書館の使い方、調べ学習、敬和学園大学学生に
よるワークショップほか　駅前複合施設と共催

世界のこわいおはなし会
8月23日（金）

会場：2階多目的室4、5
世界の怖い話の朗読や紙芝居ほか

ぬいぐるみお泊まり会
10月上旬～11月下旬

会場：2階児童図書フロア
参加者からぬいぐるみを一晩預かり絵本を読んでいる風景を
撮影する。小学生までを対象

大人の施設見学ツアー 11月中
希望者に館内の案内、閉架書庫見学、カバーかけ体験等
（案）

本の福袋
1月4日（土）

会場：2、3階中央図書館フロア
図書館職員の選んだ本を福袋にして貸出すもの

こども映写会（幼児～低学年向け 2月～3月中 中央図書館所蔵のDVD資料を使った幼児～低学年向けの上映会

製本・修理講座（案） 未定 未定

ビブリオバトル（年2回）
第1回6月30日（日）　第2回未定
会場：2階多目的室4、5

発表者おすすめ本の中から聴衆の投票で優勝本を決める書評
合戦　サポータークラブ「新発田市立図書館利用者友の
会」、　「ライブリオ」と共催で実施予定

毎週土曜日10：30～11：00
会場：2階多目的室3

読み聞かせボランティア「おはなしのとびら」による読み聞
かせ

第1　．　37kn五≧日　　16　：　00～16　：　30

会場：2階多目的室3
読み聞かせボランティア「小さな絵本の読み聞かせ　アイリ
ス」による読み聞かせ

紙しばいや絵本の読み聞かせ
毎月第2月曜日10：30～11：00
会場：2階多目的室3

読み聞かせボランティア「小さな絵本の読み聞かせ　アイリ
ス」による読み聞かせ（英語と日本語の絵本）

毎月第2日日言塁日　　15　：　00～15　：30

会場：2階多目的室3
読み聞かせボランティア「おはなしばたぽん」による読み聞
かせ

毎月第3金ll轟…日　　10　：30～11　：00

会場：2階多目的室3
読み聞かせボランティア「おはなしのとびら」による「ちい
さいひとたちのためのおはなし会」（0～2歳児）

指人形とおはなし会
毎月第2土曜日14：00～15：00
会場：2階多目的室3

ボランティア「指人形カッパ」による指人形と読み聞かせ

学校出前読み聞かせ
随時
会場：市内小学校

読み聞かせボランティア「おはなしのとびら」による読み聞
かせ

ブックスタート
（市健康推進課主管）

第1・3水曜日
会場：保健センター

ブックスタートについての説明と読み聞かせの実演
（対象：3か月健診受診親子）

4／6（土）～5／12（日）

こども読書週間事業「ドレミファ絵本
展」

会場：2階展示室
5／18（土）～7／21（日）

「こんにちは令和展」

会場：2階展示室

企画展示

7月下旬～9月
「市立図書館90周年展」

会場：2階展示室

10月～11月下旬
「ラグビーワールド杯展」

会場：2階展示室
12月～2月
「にいがたゆかりの絵本作家展」

会場：2階展示室
2月～3月
「新発田の出土展」（仮）

会場：2階展示室

一 37一



3　歴史図書館基本方針

　　　新発田市立歴史図書館は、　「新発田市立図書館基本方針」に示された「郷土の歴史や文

　　化を大切にする図書館」に基づき、以下のとおり運営します。

（1）未来へ向けた新発田市の歴史の継承

　　　新発田藩領と新発田市域を対象として、主に次に示す資料や情報を収集し、保存、公開

　　することで、歴史を未来に継承します。

歴史資料 古文書、和書・漢籍、絵図など紙媒体の資料、写真、8㎜フィルム、ビデ

オなどの映像資料、録音テープなど音声資料

郷土資料 県史、市町村史など、地域の歴史に関する図書、郷土史研究雑誌など、地

域の歴史に関する定期刊行物、地域の歴史を知るための参考文献（研究

書、事典類など）

②　新発田市の歴史や郷土についての学びと発表の場の整備

　　　新発田の歴史を研究したい人、新発田の歴史に関心を持って訪れた人たちの意欲に応

　　えられる施設をめざすために、収集した資料・情報は自由な閲覧を可能とし、研究や学

　　習のためのスペースも確保します。また、専門職員によるレファレンス（資料を用いた

　　研究・学習の案内）の機能も強化します。歴史を通じて、新発田で学ぶ子どもたちに郷

　　土愛を育む施設をめざして、子どもたちに向けた企画も充実させます。

4　歴史図書館

（1）施設の概要

　　　1階は、新発田の歴史と触れ合うスペースとして、新発田の歴史を知ることができる「ガ

　　イダンス映像コーナー」や、新発田市が所蔵する資料の展示・公開を行う「展示室1・2」が

　　あります。

　　　2階は、新発田市の歴史や郷土についての学びと発表の場として、書架を再配置し、歴史

　資料・郷土資料の閲覧の場としました、所蔵する図書は、新発田町立図書館から引き継いだ

　歴史に関する図書や郷土史家から寄贈された専門書・概説書などがあり、歴史の調べものに

　使う図書、入門書についても、充実させていきます。

　　総合案内カウンターでは、レファレンスや郷土資料の貸出を行います。新たに設置するア

　　ーカイブズコーナーでは、各種データベースによる検索ができます。閲覧室の一角には「小

　　展示コーナー」を設け、新発田ゆかりの人物などを定期的に紹介していきます。

　　　また、発表の場として、研究会等が開催できる「会議室」を設けました。会議室では、市民

　　による定期的な歴史の勉強会や研究会、古文書の会などが利用します。

　　　3階は、未来へ向けた新発田市の歴史の継承スペL－一一スとして新発田藩政史料といった古文

　　書類の貴重な原本を収蔵する特別収蔵庫や、歴史的資料を保管する収蔵庫となっています。

　　　特別収蔵庫では、温湿度を一定に保ち、保存に適した環境で歴史資料を保存・管理してい

　　ます。
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（2）令和元年度事業計画

令和元年度事業計画

行事名 開催月日 内容

春の通常展示

（新発田藩の歴史資料）

4月27日～6月9日 新発田藩主溝口家や家臣団が残

した古文書・絵画資料等の展示

夏の企画展

（10代藩主直諒）

7月6日～9月23日 文化人として名を残した溝口直

諒に関連する資料を展示
資料展示

秋の企画展

（戦国時代新発田と溝口家）

10月5日～］2月22日 溝口家半左衛門家に伝来する文

書や、市内の中世遺跡出土品を

展示

冬の通常展示

（異国船来航から明治維新
へ）

1月11日～3月29日 異国船の来航から明治維新にい

たる新発田の歴史資料を展示

城下町まち歩き① 5月25日（土） 諏訪神社・東町・清水谷方面

城下町まち歩き② 9，月21日（土） 徒町・新発田川・町屋方面
屋
外
体
験
城下町まち歩き③ 10月19日（土） 三の丸・寺町・札の辻方面

城下町まち歩き④ 11月9日（土） 外ヶ輪・二の丸・本丸方面

御朱印帳作り 7月27日（土） 和綴じによる御朱印帳の作成屋
内体験

屏風作り 8月24日（土） ミニチュアの陣立図屏風の作成

戦国時代の折封入門 10月～12月の土・日 戦国時代の手紙の折り方講座

講
座

県博出前講座（県立歴史博物

館　前嶋研究員）

10月20日（日） （阿賀北の戦国時代と越後宝鑑

集）

古文書相談会① 8月18日（日）
相談会

古文書相談会② 11月24日（日）

　ご家庭にある古文書類にどん

な事が書いてあるのか概要を解

読（要予約制）

古文書相談会③ 3月1日（日）
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令和元年度　公民館運営方針

基本方針

　戦後に誕生した社会教育法を設置根拠とする公民館も半世紀以上が経過し、少子・高齢化、情

報化、グローバリズム化など社会の変革の中で、公民館は、多様化する市民の生涯学習ニーズに

応えながら、いつでも学習できる機会と場を提供するとともに、市民が生きる張り合いや喜びを

感じ、自己実現できるように支援していかなければならない。

　公民館の役割は、地域住民がそこに集合し、お互いが交流し合うなかで、さまざまな生活課題、

地域課題を発見し、その課題解決のための学習活動を通じて得た知識、技術と行動力をもって、

自治生活を営むことができるよう支援することであり、さらには、心豊かで文化的なまちづくり

に貢献することである。

　これを実現するため、

　1　生涯学習

　2　青少年育成

　3　文化芸術・文化財

　この三つの施策を基本としながら、中央公民館・地区公民館をはじめとする他の生涯学習関連

機関と連携を深め、事業を展開していく。

令和元年度　中央公民館事業計画

1　重点事業

（1）　教育の充実を目的に、社会教育の一環として取り組んでいる土曜学習事業は、生活困窮世

　　帯の子どもへの学習支援等を含む教育機会の公平性の確保及び子どもの居場所づくりを目

　　的に市内5ヶ所で実施する。

（2）高齢者を対象とした「菖城大学」、市民各層を対象とした「市民教養講座」など生涯各期

　　にわたる学習機会を体系化するとともに、市民ニーズを的確に捉え、魅力ある学習活動の推

　進に努める。

（3）　「市民レクリエーション」、「公民館文化祭」などの事業においては、地域づくり、まちづ

　　くりに貢献する人材の育成・NPOやボランティア団体等と連携した活動の拡大、事業内容

　　の充実を図り、市民の自主的な活動の推進に努める。

（4）小学生を中心とした「公民館こども交流体験事業」では、各種体験活動・学習活動として

　　体験学習コース・伝統文化コースのほか、国際理解教室などを展開し、創造性、自主性を養

　　い、心豊かな子どもの育成に努める。

（5）市民の文化・創作活動を活発化し、歴史や文化の香り高い地域社会を築くため、「新発田市

　　美術展覧会・ジュニア展」、「あやめ茶会、市民茶会」、「手工芸・水墨画展」、「趣味の展示会」

　　などを開催するとともに、小学生から高齢者まで市民の投稿による文芸誌「文芸しばた」を

　　発行する。
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（6｝平成28年度オープンした青少年宿泊施設「あかたに0）家」の管理運営について、青少年の

　健全な育成と赤谷地域の活性化のために、地元住民等と連携しながら利用の促進を図るとと

　もに、小学校が防災教育カリキュラムの一環として行う防災キャンプの支援を行う。

（7｝防災教育を通じて、子どもたちの「生きる力」を育むために、中学校が実施する防災教育

　に対して支援を行う。

2　事業計画

（1＞生涯学習

事業名 対象 期間等 事業内容

土曜学習支援事業 本庁地区の小学

校5・6年生及び

中学校1～3年
生

定員80人（本庁

地区）、30人（川

東地区）

【本庁地区】

5月～3月（全39回）

【川東地区】

5月～3月（全43回）

　子どもたちの学習意欲

の向上、学習習慣の定着、

居場所づくり、ひいては

学力向上を図るため、学

校、家庭、地域が連携し

て土曜日を利用した学習

支援を行う。

市民レクリエーショ

ン開催事業

市民 「市民釣り大会」

　　　5月19日（日）

　　o
「市民将棋大会」

　　　8月18日（目）

「市民囲碁大会」

　　　2月9日（日）

　同じ趣味を持つ人の交

流と成果発表のための各

種大会を開催し、技術の

向上を図る。

市民教養講座開催事

業

市民 6月～3月

「生涯学習講座」（佐々木

地区）他に2講座を予定

　趣味や芸術文化の学習

の場を提供し、市民の生

きがいを増進するととも

に、学習意欲を支援する

各種講座の開催。

　また佐々木地区におい

て、家庭、職場、地域社会

の課題や自己の確立、仲

間づくり、趣味に関する

講座を実施する。
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事業名

公民館こども交流体

験事業

（オムレツクラブ）

対象

市内小学生

期間等

7月～12月

「

オムレツクラブ「宿泊体験」

　　～水鉄砲づくり～

成人式開催事業

高齢者大学開催事業

（菖城大学）

本庁、五十公野、松浦、

米倉、赤谷、川東、菅

谷、加治、佐々木地区

平成11年4月2
目から平成12

年4月1日まで
の間に生まれた

人

各地区のおおむ

ね60歳以上の
男女

令和2年3月15日（日）

開催予定

4月～12月

事業内容

　土曜日を中心に実施
し、館外活動や体験学習、

伝統文化を通して子ども

たちの創造性や自主的な

学習意欲を向上させると

ともに仲間づくりやひと

づくりを目指す。

「体験学習コース」「伝統

文化コース」「こども将

棋・囲碁教室」を開催す
る。

　また、夏休みを利用し、

ALTによる国際理解教
室を開催する。

　新成人の門出を市全

体、市民全体でお祝いす

るあたたかみのある成人

式を実施する。

　高齢社会に対応し、健

康で明るく、豊かで生き

がいのある生活を送るこ

とを目的とし、講座、健

康体操、視察研修などを

実施する。9地区8回開

催。平成28年度からは、

地区を超えて学べる越境

学習の機会を設けてい

る。また、各学級終了後

に受講生が参加した感想

や日ごろ思っている事を

文章にすることで文筆活

動の発表の場を提供する

目的として文集「菖城」

を発行し開講式に配布す

る。
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事業名 対象 期間等 事業内容

文芸しばた発行事業

（第45号）

小学生以上の市

民ならびに新発

田市にゆかりの

ある人

10月19日（土）発行

　（市展初日に合わせ発
売）

　詩・短歌・俳句・川柳・

随筆・小説部門に市民の

応募作品を掲載し、文芸

活動の成果を発表する場

を提供する目的で「文芸

しばた」を発行する。

新発田市文化団体連

合会支援事業

文化団体連合会

加盟団体

4月～3月 　加盟団体が提携協力し

文化活動の健全なる発展

と市の芸術文化の振興に

寄与する。主な活動は、

文化講演会、会報発行な
ど。

新潟県公民館連合会

参画事業

会員市町村 4月～3．月 　新潟県公民館連合会へ

の負担金支出。新潟県公

民館大会や各種研修会に

参加し、県内公民館職員

との交流や職員研修を図

る。

下越地区公民館連絡

協議会参画事業

会員市町村 4月～3月 　下越地区公民館連絡協

議会への負担金支出。下

越地区公民館職員研修会

等へ参加し、職員の資質

の向上を図る。

（2）芸術・文化

事業名 部門等 期間 事業内容

市展運営事業（第49回）

併催：第47回ジュニア

展

日本画、洋画、

版画、書道、写

真、工芸、彫

刻、造形、華道

10月19日（土）～23日

（水）

　市民に美術作品の発表

と鑑賞の場を提供するこ

とにより、芸術文化の振

興に努める。

公民館文化際開催事業 中央公民館・市

民文化会館を主

な活動場所とし

ている団体・サ

ークル

令和2年2月29日（土）・

3月1日（日）

　中央公民館・分館及び市

民文化会館を利用してい

る団体、サークルが1年間

の活動の成果を発表する

とともに、利用者相互の理

解を深めるため、「公民館

まっり」を開催する。
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事業名 部門等 期間 事業内容

市民茶会・あやめ茶会

開催事業

抹茶席8団体 あやめ茶会

6月16日（日）

市民茶会

10月13日（日）

　茶席を通して、日本の伝

統文化である茶道に親し

んでもらうとともに、茶道

団体に日ごろの成果を発

表する場を提供する。さら

には文化財である「旧県知

事公舎記念館」、「五十公野

御茶屋」、「清水園」、「石泉

荘」等に目を向けてもらう

きっかけづくりをする。

手工芸・水墨画展開催

事業

水墨画、陶芸、

写真、書道、押

し花等

6月2］日（金）～23日（日） 　創作活動に励んでいる

市民の手工芸・水墨画の作

品を展示し、鑑賞してもら

う。平成29年度から「い

きいき作品展」との合同開

催による相乗効果を図り、

平成30年度から事業を一

本化し、「手工芸・水墨画、

いきいき作品展」として開

催している。

趣味の展示会運営事業

（第49回）

春季趣味展

らんちゅう展

秋季趣味展

春蘭雪割草展

5月　11　日　（土）　・12　日　（日）

5月　18日（土）・19　日（1ヨ）

10月20日（日）

10月　　12　日　（土）　・13　日　（日）

10月26日（土）・27日（日）

3月　14　日（土）・15　日（日）

　趣味活動でつくりあげ

た作品の発表の場を提供

し、潤いのある生活づく

りと文化の振興に寄与す

る。

（3｝生涯学習施設の整備

事業名 部門等 期間 事業内容

中央公民館・分館維持

管理事業

施設維持管理 4月～3月 　施設の維持管理を行う

ことで快適な施設利用を

図る。
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（4）社会教育

　①　社会教育委員の会議の運営・開催

　　　社会教育法に基づく社会教育委員の職務を適切に機能させるよう努め、各委員の社会教

　　育（生涯学習）関連の研究成果や助言を集約する会議等を定期的に開催し、社会教育（生

　　涯学習）関係事業に効果的に反映させる。

　②家庭教育の充実
　　　小中学校PTAや幼稚園、子育てサークル等と連携し、家庭教育に関連した学習機会の

　　充実を図る。

　③教育広報誌の発行

　　　青少年に関わるさまざまな体験活動や各種情報を発信し、市が取り組む教育活動の理解

　　を深めるため、教育広報誌「しばたっ子」を年1回発行し、市内全戸に配布する。

　④学校施設の開放
　　　市民やサークル、各種団体の学習活動や会議、講習会、地域行事等の場を提供するため、

　　市内小学校3校、中学校1校の特別教室の一部を開放する。

　⑤　青少年宿泊施設「あかたにの家」の管理運営

　　　青少年団体、スポーツ団体、各学校の合宿等の宿泊体験や社会教育関係団体の会合や練

　　習などの利用促進に努め、健全な青少年の育成と赤谷地域の活性化を図る。また、青少年

　　団体や地元住民等を含めた管理運営委員会を開催するとともに、魅力あるプログラムのメ

　　ニューを検討する。

　⑥防災教育の推進
　　　全19小学校が防災教育カリキュラムの一環として青少年宿泊施設「あかたにの家」にお

　　いて行う防災キャンプを支援し、同施設を拠点として防災教育の推進を図る。また、中学

　　校が実施する防災学習に対して支援を行う。

　「あかたにの家」で実施した

防災キャンプ応急担架の搬送訓練

「あかたにの家」で開催した

　「やろもち作り体験」
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令和元年度　豊浦地区公民館事業計画

1　重点事業

（1）生涯にわたる学習機会の充実。

②　文化・芸術・芸能活動の支援強化。

（3｝中央公民館及び各地区公民館との連携。

2　事業計画

（1）生涯学習

事業名 対象 期間等 事業内容

土曜学習支援事業 小学校5・6年生 5月～3月 子どもたちの学習意欲の

及び中学生 （全40回） 向上、学習の習慣化、確かな

学力の定着・向上を図るた

め、学校、家庭、地域が連携

して土曜日を利用した学習

支援を行う。

公民館こども交流体験事業 小学生・保育園 5月～3月 クラブ活動及び様々な体

（チャレンジ真木山キッ 児（ただし、保 毎月第2土曜日 験活動を通して、楽しみな
ズ） 育園児は一部の 16回（体験学習 がら子どもたちの創造力お

クラブ活動と体 企画6回） よび学習意欲を向上させる

験活動を除く。） とともに、人間関係の形成

と「生き抜く力」を育む。

市民教養講座開催事業 市民（成人） 7月1回（料理） 成人を対象に豊浦地区の

（成人講座） 8月4回（歴史） 歴史をテーマに講座、料理
3月2回（ピラティス） 教室、ピラティス講座を実

施する。

　　　　　　　　　　”丙丙丙“（家庭教育講座） ・…頃恒乳幼児の親 9月　1回 乳児の親を対象に、骨盤

セルフケアの講座を開催す

るとともに、育児相談も併

せて実施する。
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事業名 対象 期間等 事業内容

（市民教室） 市民 9月～10月

2回

　豊浦地区文化・芸能祭へ

の出展・参加、サークルの設

立を視野に、陶芸教室を実

施する。

高齢者大学開催事業

（豊浦大学）

60歳以上 4月～12月

年24回

　高齢者が豊かな人生を送

るための学習・交流の場と

して位置づけ、実生活に役

立っ野菜づくり、健康づく

りなど、生きがいにつなが

る講座を実施する。

市民レクリエーション開催

事業

市民 5月19日（日）

10月20日（日）

2月23日（日）

月岡温泉湯ったりウォーク

男女混合ソフトボール大会

囲碁・将棋大会

豊浦地区公民館維持管理事

業

市民・団体・

機関

通年 施設管理・貸出業務、

図書貸出業務

②　芸術・文化

事業名 対象 期間等 事業内容

公民館文化祭開催事業

（豊浦地区文化・芸能祭）

地区公民館を活

動拠点としてい

る団体および市

民

11月9日（土）

　～10日（日）

　豊浦地区公民館を活動拠

点としている団体および個

人の活動成果を発表する場

として位置づける。
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（3｝地域コミュニティースポーツ事業・体育施設運営

事業名 対象 期日 会場

①　レッツトライ！スポー

　　ツチャンバラ

市民 5月9日（木）

5月16日（木）

豊浦地区公民館

②　豊浦地区ゴルフ大会 市民 6月2日（日）

11月4日（月）

フォレストカントリー倶楽部

中峰ゴルフ倶楽部

③　真木山カップフェステ

　　バル2019

県内のジュニア

チーム

7月13日（土）

～14日（1ヨ）

豊浦総合運動施設多目的グ

ラウンドほか

④　真木山カップジュニア

　　野球大会

市内小学生チー

ム
11月開催

真木山中央公園野球場

豊浦中学校グラウンド

⑤　豊浦地区野球大会 市民 8月14日（水） 真木山中央公園野球場ほか

⑥　豊浦地区バレーボール

　　大会

市民 10月6日（日） 豊浦中学校体育館

⑦　愛スポソフトバレーボ

　　ール大会

市民 11月24日（日） 豊浦体育センター

⑧　豊浦杯バドミントン大

　　会

市民 12月1日（日） 豊浦体育センター

⑨　豊浦地区空手道交流会 市民 2月8日（土） 豊浦地区公民館大ホール

⑩　スポーツ体験会 市民 随時 真木山中央公園野球場ほか

真木山中央公園体育施設維

持管理事業

市民・団体 通年 施設管理・貸出業務

豊浦体育センター維持管理

事業

市民・団体 通年 施設管理・貸出業務

豊浦総合運動施設維持管理

事業

市民・団体 通年 施設管理・貸出業務

①～⑩は豊浦地区スポーツ振興会主催事業

一 48一



令和元年度　紫雲寺地区公民館事業計画

1　重点事業

に）地域関係団体との連携強化

（2）生涯にわたる学習機会の充実

（3）文化・芸術・芸能活動の支援

（4）公民館土曜学習支援事業の推進

2　事業計画

（1）生涯学習

事業名 対象 期間等 事業内容

市民レクリエーション開催

事業

（囲碁将棋大会）

　　　　　、［

ぎ覧も〆1

囲碁将棋

愛好者

　　　　　　→

2月2日（日）

　”

　囲碁・将棋愛好者の技術

向上を図るとともに、交流

の場を提供する。

　伝統文化の継承のため若

者の参加をうながす。

　　　　　　“（さっき展示会） 市民

さつき同好会員

5月31日（金）

～ 6月2日（日）

　丹精込めたさっきを展示

し、広く市民に観賞しても

らうとともに交流の場とす

る。

市民教養講座開催事業

（ふるさと講座）

市民

（18歳以上）

　　恒””句”．“”

10，月～12月 　地域や近隣市町村の歴史

を学習し、理解を深めると

ともに、ふるさと再発見に

結びつける機会とする。

（健康・教養講座） 市民

（18歳以上）

r

6月～9月 “・【．．　健康を見直し、体力づく

りとストレス社会でのリラ

クゼーション効果を得る機

会とする。

　また、趣味や芸術文化の

学習の場を提供し、市民の

生きがいを増進するととも

に、学習意欲を支援し、新

たな趣味の発見と仲間づく

りの場を提供する。
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事業名 対象 期間等 事業内容

公民館土曜学習支援事業 市内小学校5・6 6．月～3月 子どもたちの学習意欲の

年生 土曜日（午後） 向上、学習の習慣化、確かな
＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　”

㌧，・墓当左 市内中学校全学

年

全37回 学力の定着・向上を図るた

め、学校・家庭・地域が連携
，・

し、土曜日を利用した学習支
．　　　　　　　　　　　　　　　　　’5　　，

’

　　　～　　　，’ノ
援事業を実施し、推進する。

一 学校授業の予習・復習、宿

題、問題集や参考書など、各

自で教材を用意して自主学

習に取り組む場を提供する

もの。

教科の疑問・質問・相談は、

教員経験者、市民、高校生、

大学生など、有償ボランティ

アによる講師が指導、対応す

る。

小学生は算数、中学生は

数学・英語を基本とする。

公民館こども交流体験事業 小学生 5月～2月 土曜日を中心に野外活動

（風の子クラブ） （4～6年生） 年間10回 や体験活動、社会奉仕活動な

どを開催するとともに、地域

の高齢者との世代間交流事

業を実施する。

子どもの学習意欲を高め

るとともに、次代を担う子ど

もたちの自主性・協調性・創

造性を養う。

高齢者大学開催事業 市民 5月～3月 学級生による運営委員会

（五葉大学） （60歳以上） 年間11回 で学習計画をたて、学習意

　　　…
蕩顯絶　　　　〕’、、　．　　　　　　　　　　　　　臼

欲の向上を図り、学習成果

を地域に還元し、生きがい

につなげる。

ぷ鎮　，、へ
『　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　1

』　　一遼i
紫雲寺地区公民館・分館維持 市民、団体、機関 通年 ○施設管理、施設貸出業務

管理事業 ○図書貸出業務

○学習情報の提供

○館内ロビーでのミニ作品

展
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（2）青少年育成

事業名 対象 期間等 事業内容

紫雲寺地区青少年健全育成 市民 通年 ○環境浄化パトロール

協議会（事務局） ○広報「おもいやり」の発行

○第27回教育振興大会

○「わが家わが地域の元気っ

子」写真コンクール

○れんぎょうパトロール隊

の育成と連携強化

○助成金交付

（3）芸術・文化

事業名 対象 期間等 事業内容

文化・芸術祭開催事業 市民 10月26日（土） 作品の充実を図るととも

（紫雲寺地区文化祭） 文化団体 10月27日（日） に、誰にでも「親しめる・

商工会女性部 楽しめる」文化祭を実施す

る。絵画・書道など多彩な

作品を展示する。

（子ども芸能音楽祭）
　吟・・
地区内小・中学 　　　　　丙11．月9日（土） ・▽・”・が・“芦““地区内の小・中学生が日

生 頃の練習成果を発揮できる

芸能音楽祭とする。地区外

の団体にも出演依頼をし、

世代を問わず楽しめる事業

にする。

（芸能音楽祭） 地区公民館利用 11月17日（日） 紫雲寺地区公民館を利用

F　　　　　　　　　　　　．「 団体他 している活動団体の日頃の

練習の成果を発表する場を
勺

　　　、『 設け、利用団体の活動意欲

、　川 の向上と芸能文化の振興に

努める。

，

一｛』」
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一 51一



（4）スポーツ・レクリエーション

事業名 対象 期間等 事業内容

地域コミュニティスポーツ 市民 各種スポーツ大会、教室の

事業 開催
ご♪ 寸
曇記誌議万　　　　　　　、　　　　　’　　　　　　　　　　，　　，

4．月14日（日）

（平成25年度から市の委託

事業として実施）

○れんぎょう・さくらお花

春夏秋の3回

6月16日（日）

　見ウォーク

○紫雲寺地区ゴルフ大会

○紫雲寺地区ソフトバレーボ
」

一ル大会

7月14日（日） ○男女混合ソフトボール大

△
云

11月23日（祝） ○紫雲寺地区バレーボール

大会

ll月～3月 ○スポーツ吹き矢教室

1月26日（日） ○紫雲寺・加治川オープン

卓球大会

1月～2月 ○紫雲寺スポーツ振興会ス

キー教室

3月 ○日帰りスキー教室

随時 ●加盟団体及び地区体育振

興会への活動助成

●全国大会、北信越大会出場

者への派遣支援

●紫雲寺スポーツ振興会だ

よりの発行（年2回）

紫雲寺地区体育施設維持管 市民、団体、機 通年 ○施設管理、施設貸出業務

理事業 関
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令和元年度　加治川地区公民館事業計画

1　重点事業

（1）：ヒ曜学習支援事業を推進する

②　青少年教育の充実を図る

（3）地域関係団体の連携と地域づくりを推進する

（4）中央公民館及び各地区公民館との連携を深める

2　事業計画

（1）生涯学習

事業名 対象 期間等 事業内容

土曜学習支援事業 加治川小学校
5・6年生、加治

川中学校1～3
年生、加治川小

中学校以外の児

童・生徒も参加

可能

定員30人

5月～3月

原則、毎週土曜

日（午後）

43回

　学校授業の復習・予習、宿

題、問題集や参考書など、各

自で教材を用意して自主学

習に取り組む場を提供する

もの。

　教科の疑問・質問・相談

は、教員経験者、市民、大学

生など、有償ボランティア

による講師が指導する。

　主に算数・数学、英語（国

語、理科、社会も可）

公民館こども交流体験事業

（わくわく桜体験隊）

小学生

加治川・七葉・

菅谷小学校2～

6年生

定員25人

通年

年度募集

4月～3月
（年間8回）

　小学生を対象とした様々

な体験学習や創作活動を通

して、子どもたちの学習意

欲を向上させるとともに、

人間関係の形成と「生きる

力」を育む。

○内容　お花見ウォーク、

　　　　ほたる観賞会、キ

　　　　ャンプ、創作活動、

　　　　料理など
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事業名 対象 期間等 事業内容

市民教養講座開催事業 主に加治川地区 5～11月 地域に由来のある歴史を

（ふるさと歴史講座） 内の市民 （4回） 学習し理解を深めるととも

定員　20人（歴 に、郷土の再発見の機会と

史探訪）、30人 する。

（講演） ○内容　歴史探訪、講演

（出張！公民館講座） 加治川地区内の 7月～3月 公民館活動の普及啓発を

市民 （随時） 図るため、地域で活動する

個人・団体と連携し、集落

集会場等に出かけて運動、

レクリエーション、調理実

習、健康講話などを開催す

る。

（園芸講座） 　　　　　　・市民 　　吟
5．月～11月 生き生きとした日常生活

定員30人（講 （6回） を過ごしてもらうため、新

座）、25人（バス たな趣味の発見と仲間つく

ツアー） りの機会とする。

○内容　講座、バスツアー

（スキルアップ講座） 丙…．．．・・市民 　　　丙”．5月～3月
　　““
家庭や地域で役立っ技術

定員10～20人 （2～3回） を身にっけるための講座を

開催する。

高齢者大学開催事業 加治川地区内の 通年 高齢者が豊かで生きがい

（高齢者団体生涯学習活動 市民 4月～3月 のある生活を送るため、加

支援事業） （概ね60歳以 （随時） 治川地区で活動する高齢者

上、10名以上で 団体の生涯学習活動を支援

構成する団体） する。

（ラクラク教室）
　已
主に加治川地区 通年 「心と体を楽にする」をテ

内の市民（主に 4月～3月 一マに気軽に参加できる教

中高年者） （30回程度） 室を開催する。

○内容　体操教室（24回）、

その他（施設見学など）

加治川地区公民館維持管理 市民・団体・機 通年 ○施設管理・施設貸出業務

事業 関 ○図書貸出業務

（中川分館、金塚分館含む） ○学習情報・協力業務

○公民館ガイド発行
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加治川地区青少年健全育成 市民 通年 ○小・中学校の活動支援

協議会（事務局） ○地域環境パトロール

○地域子ども会等の活動支

援

○広報紙「はぐくみ」発行○

社会環境実態調査への協

力

（2）芸術・文化

事業名 対象 期間等 事業内容

文化・芸能祭開催事業 市民 H月9日・10 地域住民の文化活動の発

（加治川地区公民館まっ 日 表、展示を行い、学習の成果

り） を披露する機会として開催

する。

○内容　作品展示、芸能発

表、ふるまい鍋な
ど

（3＞スポーツ・レクリエーション

事業名 対象 期間等 事業内容

市民レクリエーション開催

事業

（春の大峰μ」ハイキング）

市民ほか 4月29日 　自然への親しみを図るた

め、大峰山山桜まっりとの

共同開催による大峰山ハイ

キングを実施する。
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地域コミュニティスポーツ 市民 スポーツを通じて地域住

委託事業 民の健康増進と地域コミュ

（加治川地区公民館地域コ ニティの円滑化を図るた

ミュニティスポーツ委託事 め、地域コミュニティスポ
業）

一ツ事業を加治川スポーツ

振興会に委託し実施する。

（通年） （主な振興会実施事業）

4月 ○れんぎょう・さくらお花

見ウォーク

5月 ○櫛形山脈縦走チャレンジ

5月・9月 ○グラウンド・ゴルフ大会

5月・10月 ○ゲートボール大会

6月 ○大天城野球大会

8月 ○加治川相撲大会

8月 ○男女混合ソフトボール大

△
云

9月～11月 ○ヨガ体験教室

10月 ○テニス大会

11月 ○バレーボール大会

1月 ○親善卓球大会

2月 ○ボウリング大会

○スポーツ体験教室（春・

秋・冬）

事業名 対象 期間等 事業内容

加治川地区体育施設維持管 市民・団体・機 通年 ○施設管理・施設貸出業務

理事業 関

（加治川地区体育館、大天

城公園野球場・テニスコー

ト、屋外運動場等）

一 56一



［！llllllilllEiZliiE］

令和元年度運営方針

基本方針

　生涯学習センターは、市民の生涯学習への期待に応える各種講座・講演会・音楽会・展覧会などの

学習機会、市民が自発的・積極的学習を進めることのできる学習の場、市内外の各種催し・学習情

報、さらには市民の語らいと触れ合おいの場を提供し、市民の生涯学習活動を推進していく。

　これらを実現するため、

　（1｝　関係機関との連携を含め、生涯学習ニーズに合った各種講座等を企画・実施する。

　（2）学習成果を地域社会に還元し、人づくり、まちづくりに貢献できるよう学習内容を充実

　　する。

　（3）学習情報、学習相談の充実と積極的な活用

　（4）市民の自主的な活動のための施設利用促進と利用方法の改善

　（5）学習成果の発表の場として、「マナビィフェスティバル」を実施する。

　（6）学習・雑誌・談話コーナー等ふれあいロビーの充実及びWi－Fi環境の整備

　　上記の6項目を基本とし、事務事業評価の成果等を踏まえ、他の生涯学習関連機関と連携しな

　がら生涯学習センター事業を展開していく。

重点事業

　（1）　生涯学習施設として初心者を中心とした各種生涯学習講座を開催する。

　②　　小規模ホールにふさわしい音楽会開催事業を実施する。

　　　①市内等の若いミュージシャンによるバンドフェス

　　　②県内出身者の演奏者が集うコンサート

　（3）　ふれあいロビー機能の充実と積極的な活用を行う。

　　　①市民の語らいと触れ合いの場

　　　②学習コーナーの充実と活用

　　　③新発田市ホームページへの積極的な情報提供
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令和元年度　事業計画

1　生涯学習講座開催事業

（1）　「英会話基礎編」（全18回） 水曜日　午後7時30分～午後9時（定員20名）

英語を初めて学習する方を対象とした講座。

内容 月日 講師（敬称略）

日本語を使いながら基本的な挨拶や表現などを楽しく

学びます。まずは英語に触れてみる。
5／15～10／2 藤田　裕美子

（2｝　「ハローイングリッシュ！」（全18回）　土曜1ヨ　午前10時00分～午前1⊥時（定員15名）

小学校入学前の児童（年中・年長）を対象とした講座。

内容 月日 講師（敬称略）

たのしく遊びながら「音」に慣れ親しむ。 5／11～10／⊥2 佐久間　アキ

（3）　「英会話応用編」（全18回） 木曜日　午後7時30分～午後9時（定員20名）

英語で日常会話ができる方を対象とした講座、

内容 月日 講師（敬称略）

日常会話に熟語などを取り入れ、ネイティブらしい表現

を学びます。
5／16～11／7 スティーブンソン・アロソ

（4）　「中級韓国語会話」（全18回） 木曜日　午後7時～午後8時30分（定員20名）

韓国語で日常会話ができる方を対象とした講座。

内容 月日 講師（敬称略）

韓国語会話のほか、韓国人観光客の対応ができるよう、

観光会話についても学びます。より深い韓国語を学ぶ。
4／25～12／12 ユン・ミンヨン

㈲　　「はじめての筆ペン講座」（全18回） 水曜日　午後7時～午後8時30分（定員20名）

内容 月日 講師（敬称略）

祝儀袋や芳名帳などに役立つ筆ペン講座。美しい文字

の書き方を学びます。ボールペン字も学べます。
4／24～12／25 高橋　正美

⑥　「うたのセミナー」（全4回） 水曜日　午後7時～午後8時30分（定員30名）

内容 月日 講師（敬称略）

月に一度、声を出して発声練習し、日本や外国の懐かし

い歌を歌い楽しむ講座
5／29～9／25 丸山　たい子
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内容 月日 講師（敬称略）

24色の色えんぴつを使い、脳の活性化、癒しの効果が

あると言われているぬり絵講座
4／9～12／rg 齋藤　伸二

内容 月日 講師（敬称略）

アコースティックギターを一から学ぶ講座 6／28～12／20 三宮　広大

内容 月日 講師（敬称略）

快適な暮らしのために「価値観」・思考・空間・時間も

整える新しい片付けの概念を学ぶ講座

　未　定
10～11，月予定

森　　真理

（7）　「大人のぬり絵講座」（全18回）　　火曜日　午後1時30分～午後3時30分（定員18名）

（8）　「はじめてのアコースティックギター講座」（全12回）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金曜日　午後7時30分～午後8時30分（定員10名）

（9）　「ライフ　オーガナイズ講座」（全5回）　火曜日　午後7時～午後8時30分（定員20・名）

2　共催事業

（1｝新潟職業能力開発短期大学校公開講座（全5回）　木曜日　午後7時～午後8時30分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（定員30名）

月日 テーマ 講師（敬称略）

6／27（木） 「住宅模型」のお話 住居環境科　中村　真意

7／4（木） 3Dプリンタで作るものづくり術 生産技術科　永田　友博

7／H（木） 電気を「作る」・「貯める」 電気エネルギー制御科　阿部宏之

7／18（木） インターネットセキュリティについて 電気情報技術科　赤司　曜水

7／25（木）
モノづくりでお金を増やす仕組みを考えよ
う

管理職秋山　隆

②　しばた良寛講座（全5回） 土曜日　午後1時30分～午後3時30分（定員70名）

月日 テーマ 講師（敬称略）

5／25（土） 現在の良寛さん研究 新潟大学教授　岡村　鉄琴

7／13（土） 意外と波乱万丈だった良寛の生涯 野積良寛研究所所長　本間　明

9／21（土） 良寛さんに学ぶ 全国良寛会会長　長谷川　義明

10／12（土）
良寛とテイク・ナット・ハン（ベトナム

の僧）

能楽研究家　齋藤　達也
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ll／9（土） 良寛の絵と書 全国良寛会副会長　小島　正芳

（3）初心者ピアノ教室（全18回）　4月ll日～9月26日　木曜日　午後2時10分～3時10分

3　マナビィフェスティバル開催事業「新生しばた記念事業マナビィフェスティバル2019」

月日 開催内容

9月7日（土）

　・8日（日）

ピアノ発表会、オリジナルものづくり、児童生徒発明工夫模型展覧会バンドフ

ェスプレコンサート、日本アマチュア無線連盟「新発田クラブ」による公開運

用などの催し物を行い、市民に体験と学ぶ機会、及びセンター利用者に発表の

場を提供する予定。

4　マイタウンコンサート開催事業「マイタウンコンサート2019」

月日 開催内容

新発田バンドフェス（地元ミュージシャンによるフェス）
ll月3日（日）

入場料：500円

出演：史佳Fumiyoshi（三味線）、高橋竹育（三味線・太鼓）、二代目須藤雲

栄（民謡唄）
11月9日（土）

入場料：500円

※11月8日（金）に中井さくら園アウトリーチでボランティア演奏会を実施

スプリングコンサート（県内出身の演奏者が集うコンサート）
未　定

入場料：未定
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視聴覚ライブラリー

　　　　　　　　　　　　　　　令和元年度　運営方針

1　運営方針

　視聴覚教育の振興を図るため、視聴覚機器・教材（以下「教材等」という。）の貸出事業を行う。

（1）教材等の貸出

　　教材等は来館にて貸出しとする。

（2）教材等の整理

　　不良、破損や不要教材等の分別整理

（3）県ライブラリー等視聴覚教育団体との協力

2　貸し出し業務・利用条件

（1｝教材等の貸出

　　教材等の貸出しは、登録した団体が教育的、文化的目的のために利用するものに限り行う。

②　利用の制限

　　教材等の貸出しを受ける者（以下「利用者」という。）は貸出しを受けた教材等を営利的、

　　政治的な目的及び宗教の宣伝のために利用し、又は他に転貸してはならない。

（3）利用手続

　　①利用者が教材等を利用するときは、「教材借用申請書」によって申込みをしなければなら

　　　ない。

　　②教材等の借用申請書の受付は、利用する日の1ヵA前からとし、貸出しは受付順とする。

　　③　教材等の貸出期間は、7日以内とする。ただし、ライブラリーが特に必要と認めた場合は

　　　この限りでない。

　　④教材等の貸出しは、原則として、1回5本以内とする。

　　⑤　返却及び利用報告書

　　　ア　利用者は、教材等の返却時に利用報告書を提出する。

　　　イ　教材等をき損又は紛失したときは、ライブラリーに連絡するとともに、利用報告書に記

　　　　載し、その処置について指示を受ける。
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｛4）教材等の貸出し時間等

　①貸出し目は、月曜日から金1曜日（祝日等を除く。）

　②貸出し時間は、午前9時から午後5時まで

　③年末年始の貸出しできない日は、12A　28日から1月3日までとする。

平成30年度貸出状況

区分 所有数 貸出数

利用団体数 一 98団体
利用状況

観覧者数 一 4，019人

DVD 62本 19本

教　　材 ビデオ 649本 30本

16㎜フイルム 525本 8本

プロジェクター 2台 63回

機　　材
スクリーン 4台 41回

16㎜映写機 1台 1回

書画カメラ 1台 8回

一 62一



1　運営方針

　市民文化会館では、昭和55年4月の開館以来、市民の芸術文化活動の拠点として、市民への優

れた音楽や舞台芸術などの提供と、創造力豊かな市民の育成に努めてきた。

　　これまでの活動実績を基に、会館運営と各種事業をより一層推進し、さらなる芸術文化の振興

　を図る。

2　重点事業

（1）教育鑑賞事業

　　　市の芸術文化活動の拠点施設として「ひとづくり」、「生きがいづくり」に寄与する事業を実

　施し、優れた舞台芸術を鑑賞する機会を提供する。

②　文化創造事業

　　市内等で活動する文化・芸術団体及び個人に対して、日ごろの練習成果を大ホールで発表す

　る機会を提供することを通して、市民の芸術・文化活動の活性化を図る．

（3）第22回全国「花嫁人形」合唱コンクール運営事業

　　新発田市出身の拝情画家・蕗谷虹児が作詞した唱歌「花嫁人形」を後世に歌い継ぐとともに、

　虹児のふるさと・新発田を全国に発信することを目的とした全国合唱コンクールを開催する。

（4）貸館事業

　　日ごろの学習や練習の場を提供することを通して、市民の自主的、主体的な芸術・文化活動

　の振興に資する。

㈲　施設管理

　　施設の耐用年数が経過し老朽化が著しいことから、利用者の安全・安心を図るために、目々

　の点検、計画的な改修に努める。
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◆教育鑑賞事業◆

　本格的な各種舞台芸術をはじめ、地元出身アーティストの育成支援や青少年の芸術文化に対する

感性を育む公演を企画し、安価な料金で鑑賞する機会を提供することで芸術文化の普及・振興を図
る。

開　催　日 演　目 備　　　考

4月14日（日） 高橋多佳子ピアノリサイタル

主催：（一社）日本ピアノ調律師協会信越支

部共催：新発田市民文化会館

6月2日（日）
新発田あやめ寄席

「三遊亭円楽・林家たい平落語会」
出演：三遊亭円楽、林家たい平　ほか

6月20日（木）

　　21日（金）

小・中学校教育鑑賞事業

中学校の部
「ひめゆり」

主催：小・中学校教育鑑賞事業実行委員会

公演委託：劇団トマト座

7月3日（水）

　　4日（木）

　　5日（金）

小・中学校教育鑑賞事業

小学校下学年の部
「オズの魔法使い」

主催：小・中学校教育鑑賞事業実行委員会

公演委託：劇団ポプラ

7月7日（日） 渡辺真知子コンサート2019

出演：渡辺真知子

主催1下越音楽鑑賞協会
共催：新発田市民文化会館

7月28日（日）

新発田出身アーティストセレクシ
ョンVbl．10

「うたびとジョイントコンサート」

出演：桜井理恵子、桑名シオン　ほか

公演委託：SAS公演実行委員会

8月4日（日） 山形交響楽団　新発田公演 出演：阿部未来（指揮）、山形交響楽団

9月8日（日） 市民文化会館シネマ上映会
上映作品：「万引き家族」

　　　　　「ボヘミアンラプソディ」

9月18日（水）

　　19日（木）

　　20日（金）

小・中学校教育鑑賞事業

小学校上学年の部

「「THE　JOYFUL　BRASS」

主催：小・中学校教育鑑賞事業実行委員会

公演委託：東京音楽鑑賞協会
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◆文化創造事業◆

　文化団体等へ活動発表の場を提供することで、芸術文化活動の普及拡大を図る。

開催日 演目 開催日 演目

5月12日（日） 箏・三絃・尺八演奏会 10月13日（日） 秋を彩るバレエ・日舞・ダンス＆ダンス

6月9日（日） ライトミュージックコンサート
10月27日（日）

伝統芸能のっどい（能楽鑑賞会／

詩吟・吟舞・剣武のっどい）6月16日（日） 市民コンサート2019

7月ユ4日（日） 合唱のっどい 11月3日（祝・日） 秋の民謡とおどり

8月18日（日） 高校音楽祭 11月10日（日） 新発田マジック文化祭

9月29日（日） 新発田市音楽文化協会定期演奏会

鴇べ｛．・二．㌦二・二一 蟹．

◇箏・三絃・尺八演奏会

　頃■L　　　　　　　　　　　　．一」　　　　＿＿，　　　　　　　　A

　　◇高校音楽祭

◆全国「花嫁人形」合唱コンクール運営事業◆

◇合唱のつどい

◇秋を彩るバレエ・日舞・ダンス＆ダンス

事業名 開催日 参加募集対象

第22回全国「花嫁人形」合唱コンクール 10月20日（日） 全国の合唱団体（募集：25団体）
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青少年健全育成センター・児童センター

令和元年度運営方針

1　基本方針

　　当市における青少年の健全育成については、「豊かな心と広い視野をもち、自主性・社会性・創造性

に富んだ子ども」の育成を目指し、「自ら学ぶ意欲と思いやりのある心」、「さまざまな社会の変化に主

体的に対応できる力」の育成を重点目標に掲げ、施策を推進する。

　　「深めよう絆」をモットーに学校、家庭、地域社会における望ましい人間関係の再構築を図るととも

に、街頭指導活動や青少年健全育成活動等、地域社会が一体となった育成活動を行う。

　　さらに、関係機関との密接な連携のもと、ボランティア活動をはじめとした社会参加活動や体験活動

を重視し、子どもたちにこうした機会や場を積極的に提供することにより、深刻ないじめや非行問題の

解消を図り、「生きる力」を備えた青少年の育成に努める。

2　重点施策

（1）新発田青少年健全育成市民会議を通じて、少年団体や地域育成協議会などの関係団体相互の連帯

　強化や活動の充実、活性化を図る。

②　子どもたちを狙った声かけ事案など、不審者の出没が相次いでおり、地域における安心、安全の確

　保のために、一般の少年補導委員による青色パトカーのパトロールを引き続き実施するとともに、教

　職員の少年補導委員や警察スクールサポーターと連携し、補導活動を充実させる。

㈲　全児童クラブでは、受入児童を小学校6年生まで拡大し、保護者が就労等により昼間家庭にいない

　　児童に適切な遊びや生活の場を提供する。また、放課後子どもプランや子ども・子育て支援事業計画

　　に基づき、一体型を中心とした放課後児童クラブと放課後子ども教室の計画的整備を進めるととも

　　に、児童クラブ指導員の放課後児童支援員資格の計画的な取得を図る。

（4）児童センター及び児童館は、放課後等に誰もが自由に利用できる安心、安全な居場所として供する

　　とともに、ちびっこワールドや体で遊ぼう等の行事を実施し、子どもたちの遊びの指導や体力増進を

　　図る。

（5）各種事業の周知のため、ホt－一一一ムページを通して周知手段の工夫を図るとともに、学校や関係機関と

　　の連携を進め、青少年の健全育成を図るボランティア活動を支援する。

〈年末お楽しみ会〉 〈ちびっこワールド〉

’

声磐

f

匡

「
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【令和元年度　青少年健全育成センター事業計画】

事業 内容

親を亡くした子どもたちを励ますため、鑑賞事業への招待、ク

1　遺児激励事業 リスマスのプレゼントのほか、入学・卒業・進級の節目の時には祝

品の贈呈を行う。

青少年の健全育成と問題行動の未然防止のため、新発田青少年

2　青少年地域活動 健全育成市民会議（以下「市民会議」）の委託事業として、中学校

推進事業 区ごとにそれぞれの地域の独自性を活かした青少年の健全育成

活動を推進する　（10中学校区）、

3　青少年育成組織 青少年の健全育成のため、市民会議や母親を中心とした子育て

への活動支援助成 クラブの活動に対して財政的支援を行う。各青少年団体等へは、

事業 市民会議を通じて支援を行う。

青色回転灯パトロール車を利用し、青少年が集まりやすい場所

4　少年補導活動運 を重点的に街頭補導活動や列車補導活動等を実施する。また、夏

営事業 季の河川や海岸、お祭り時には愛の一声運動として、特別補導活

動を実施する。

【令和元年度　児童センター事業計画】

事業 対象 内容

おおむね2歳
○手遊び、リズム体操など、集団生活への準備

ちびっこワールド 以上の幼児と
の場を提供する。

1　児童センター その保護者
工期　6月、H期　10月、皿期　2月
（午前10：30～11100　毎週木曜日）

活動事業硯童セ ○なわとび、ドッジボール、卓球などの遊びを
ンター施設での 体で遊ぼう 小学生 通して子供たちの交流と体力増進を図る
遊びの指導・体 （午後1：30～3：00　全4回）

力増進）
中学生～ ○行事等への参加を通じて、子どもたちとの関

学生ボランティア
大学生 わりを体験する。

別表 （年間事業計画）参照

○保護者が就労等により昼間家庭にいない児童

を対象に、児童クラブの運営を行い、遊びゃ

生活の場を提供する。（全19児童クラブ）
2　児童クラブ運 放課後児童健全育 小学生

○国の定める「放課後子ども総合プラン」に基
営事業 成事業

づき、学童保育の質の向上、指導員の放課後

児童支援員資格の取得などを進めるとともに

保護者の就労や女性の社会参画を支援する。

○全ての児童を対象に、放課後の余裕教室等に

おいて学習やゲーム、体験や交流事業などを

実施し、安全・安心な居場所を確保するとと
3　放課後子ども 学校・家庭・地域の 小学生

もに、豊かな人間性を育む。
教室推進事業 連携促進事業

〇二葉、菅谷、外ヶ輪、猿橋小学校に加え、今

年度は、加治川小学校にも開設し、児童クラ

ブと連携した取り組みを進める。

一 67一



別表

児童センター年間行事計画（1）

月 日 曜日 内容 対象 定員

11 土 母の日・父の日工作 幼児～小学生 50人
5
18 土 体で遊ぼう① 小学生 なし

6 26～28 水～金 七夕週間 幼児～小学生 なし

6 土 体で遊ぼう② 小学生 なし
7
27 土 流しそうめんをしよう 幼児～小学生 80人

8 木 科学実験 幼児～小学生 30人
8
17 土 夏休み工作 幼児～小学生 50人

9 15 日 子どもまっり2019 幼児～中学生 なし

10 12 土 シュレッダーアート 幼児～小学生 50人

9 土 体で遊ぼう③ 小学生 なし
11
16 土 ビンゴ大会 幼児～小学生 80人

児
童
セ

ン
ター

8 日 年末お楽しみ会 小学生 未定
12

18～20 水～金 年賀状作り週間 幼児～小学生 なし

14～17 火～金 昔の遊び週間 幼児～小学生 なし
1

25 土 おだんごアート 幼児～小学生 50人

1 土 豆まき 幼児～小学生 なし
2
29 土 体で遊ぼう④ 幼児～小学生 なし

4～6 水～金 思い出アルバム週間 幼児～小学生 なし
3
21 土 お菓子作り 小学生 30人

プール開放7月17日（水）～8月31日（土） おむつのとれた幼児～小学3年生

第1期（3回） 6月　（毎週木曜日）

ちびっこワールド 第H期（3回） 10月　（毎週木曜日）
おおむね2歳以上の幼児
と保護者

なし

第III期（3回） 2月　（毎週木曜日）

〈流しそうめん〉
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〈ドツジボール〉

藁’
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児童センター年間行事計画（2）

月 日 曜日 内容 対象 定員

4 13 土 カレンダー作り 小学生 15人

5 17 金 ニコニコみっけ！！おしゃべり広場 未就園児と保護者 なし

7 金 ニコニコみっけ！！シャボン玉あそび 未就園児と保護者 15組
6
15 土 父の日のプレゼント作り 小学生 15人

7
12 金 ニコニコみっけ！！夏まつり 未就園児と保護者 15組

27 土 キャンドル作り 小学生 15人

9 金 スライム作り 小学生 なし
8
24 土 流木工作 小学生 15人

紫

雲
寺

児

童

館

9
13 金 ニコニコみっけ！！敬老の日のプレゼント作り 未就園児と保護者 15組

14 土 簡単工作 小学生 15人

12 土 秋のおやつ作り 小学生 15人
10
25 金 ニコニコみっけ！！ハロウィンパーティー 未就園児と保護者 15組

13 金 ニコニコみっけ！！手形あそび 未就園児と保護者 15組
12

7 土 クリスマス 小学生 15人

18 土 映写会 小学生 なし
1

31 金 ニコニコみっけ！！豆まき 未就園児と保護者 15組

2 8 土 バレンタイン 小学生 なし

3 6 金 ニコニコみっけ！！おしゃべり広場 未就園児と保護者 15組

4 20 土 簡単手品 小学生 15人

11 土 母の日プレゼント 小学生 15人
5
21 火 そらまめきっず　音あそび 未就園児と保護者 20組

6
4 火 そらまめきっず　造形あそび 未就園児と保護者 20組

22 土 簡単クッキング 小学生 15人

2 火 そらまめきっず　水あそび 未就園児と保護者 20組
7
20 土 ウォータードームペン作り 小学生 15人

8 22 木 加治川児童館まつり どなたでも なし

10 火 そらまめきっず　ミニ運動会 未就園児と保護者 20組
9
28 土 おもしろスライム作り 小学生 15人

加

治
川児童館

10 8 火 そらまめきっず鏡であそぼう 未就園児と保護者 20組

11
9 土 クレープパーテイー 小学生 15人

19 火 そらまめきっず　実験あそび 未就園児と保護者 20組

12
7 土 クリスマス飾りを作ろう 小学生 15人

17 火 そらまめきっず　クリスマス会 未就園児と保護者 20組

11 土 冬の工作 小学生 15人
1

21 火 そらまめきっず　お正月あそび 未就園児と保護者 20組

15 土 室内レクリエーション 小学生 15人
2
25 火 そらまめきっず　ひなまつり 未就園児と保護者 20組

14 土 リサイクルエ作 小学生 15人
3
26 木 マジックショー どなたでも なし
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